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右の図で、四角形ABCDは 平行四辺形であ

る。点E,F,G,Hはそれぞれ辺AB,BC,CD,DA

上にある点で、

AB:EB=2:3

BF:FC=2:3

CG:GD=2:3      ‐

DH:HA=2:3

である。頂点 Aと 点F、頂点 Bと 点 G、 頂点  B

Cと 点 H、 頂点 Dと 点 Eを それぞれ結び、

線分AFと 線分DEと の交点をP、線分AFと 線分BGと の交点をQ、線分BGと 線分CH

との交点をR、線分CHと 線分DEと の交点をSとする。次の問いに答えなさい。

(1)四角形PQRSが 平行四辺形であることを証明しなさい。

(2)四角形PQRSの 面積は、四角形ABCDの 面積の何分のいくつか。

(3)四角形ABCDが ひし形となる場合を考える。AB=10 cln,∠ABC=60° のとき、線分

BGの 長さを求めなさい。
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